
阿智村事務事業評価シート
担当者 建設農林課 林務係

①事務事業の概要

事業の終期
②事務事業の計画（PLAN）、取組（DO)

項目 金額 項目 金額 項目 金額

報償費 22,522 その他 132
委託料 885
原材料費 1,097

補助金 3,157

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
実績額 (千円) 20,229 23,172 27,793 17,862 17,862

うち一般財源 17,044 19,610 22,221 14,157 14,157

うち補助金 3,185 3,562 5,572 3,705 3,705

うち個人負担
正規職員 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6

臨時職員
③評価（CHECK)
区分 個別判定 総合判定

必要性 a

a

a

a

有効性 A

効率性 a

a

公平性 受益者負担は適切か A

④改善（ACTION)
継続・維持

総合評価

歳出の
内訳
(千円)

事業の方向性

課題

今後の取り組み 継続して実施

猿の被害対策

A

防護施設は1/2で妥当である

被害の拡大防止と、その予防がなされている。

村の関与は妥当か

手段、成果は妥当か

住民のニーズは高いか

必須施策である

A

対象者の設定は妥当か

期待された効果が得られ
たか

コストの削減に努めたか

効率性を高める工夫はさ
れたか

全被害を対象としているので妥当である

3．地域を支える力強い産業の村／産業の振興／林業の振興・鳥獣対策

A

現状では余地がない

捕獲檻の設置や防除施設の設置を行った

判定理由

住民の二―ズは高い

被害防止対策としては妥当である

被害を与える鳥獣の個体数調整の推進がなされた。
設備補助を行うことにより、被害の未然防止が図られた。

事務事業名

実施方法
事業の対象者
事業開始年

有害鳥獣対策事業

総合計画での位置づけ

鳥獣保護法　林業振興事業補助金交付要綱根拠法

有害鳥獣駆除従事者・被害防止対策事業実施者

実施目的 有害鳥獣の駆除（個体数調整）や進入及び出没防止措置を実施することにより、森林や農作物が受
ける被害を減少させる。

関連する主な計画等

(人)
従事職員

区分

事
業
コ
ス
ト

具体的取組 個体数調整　カモシカ15頭　サル96頭　シカ292頭　ｲﾉｼｼ258頭　小型獣102頭　鳥類124羽　ｸﾏ1頭
緩衝帯整備　（智里西）　3.0ha
資格取得補助　（新規取得2名）
捕獲器材購入　（くくり罠120基）　　防除設備補助　9件

実績・効果

直接実施 業務委託 補助金交付 負担金 その他 

時期不明 終期未定 


